
１．これまでの検討経過

年度 概 要

平成１７年度

～１８年度
●旧高崎競馬場跡地利用検討連絡会議による検討

・県理事（農業担当・企画担当）、市長公室長ほか県市関係課長による検討
・検討に当たっての基本的な考え方を整理

●旧高崎競馬場跡地の利用に係る専門家等意見交換会開催（１８年度に２回開催）

・跡地が担うべき機能、跡地の評価、活用方法のアイデアについて意見拝聴

平成１９年度 ●高崎競馬場跡地利活用に関する県・市協議（現地調査含み３回開催）

・副知事－副市長による協議体制を構築

・課題の抽出、論点の整理などを確認
＜主な確認事項＞
・今後の検討手順の整理、具体的な用途候補の検討など、課題の整理を進めること
・用途検討では、新幹線停車駅前という立地を最大限活かした用途を検討すること
・ビジョンの検討の中で、現行の場外馬券所や民有地の取扱いについても議論をすること
・土地のゾーニング、暫定利用等についても、いろいろな案の検討をすること

平成２０年度 ●県・市担当課長連絡会議による課題の検討・整理（４回開催）

・用途候補の検討､基礎データの整理､今後の進め方(有識者検討委員会の設置､県民アンケート調査の実施）等

●高崎競馬場跡地利活用に関する県・市協議（副知事－副市長による二者協議）（１回開催）

・今後の進め方、有識者検討委員会の設置、県民意向調査の取扱い

●県民アンケート調査の実施（H21.2.13～3.1）

・今後の検討を進める上での基礎資料として活用するため、県内居住の満20歳以上の男女2,000人を対象に

実施 › 結果概要・資料３

●高崎競馬場跡地利活用有識者検討委員会設置（21.3.25)

資料 ２

１

＜基本的な考え方＞
・一体的利用を目指すこと
・群馬県及び高崎市の発展に資すること
・長期的な視野に立って拙速を廃すること


